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足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
内
に
あ
る
成
川
渓
谷
は
、
鬼
ヶ
城
連
峰
な
ど
か
ら
流
れ
出
る
清
流
に
よ
っ
て
、

約
3
㎞
に
渡
る
渓
谷
美
を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。
春
は
お
花
見
、
夏
は
新
緑
と
涼
を
感
じ
、
秋
は
紅
葉

狩
り
、
そ
し
て
冬
は
雪
見
と
、
四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

鬼
北
町
﹁
成
川
渓
谷
﹂
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こ
ん
に
ち
地
方
で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
生
産
人
口
年
齢
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
将
来
に
向
け
て
、地
方
が
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、地
域
の
未
来
を
さ
さ
え
る
世
代

が
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
愛
媛
県
町
村
会
で
は
、
こ
れ
か
ら

若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
将
来
に
夢
や
希

望
を
も
て
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
を
創

生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
活
、
結
婚
、
出

産
、子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
そ
う
と
、8
月
17
日
㈬
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
で

「
県
内
9
町
長
と
地
域
の
未
来
を
さ
さ
え
る
世
代

と
の
交
流
会
」
を
、昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
し

ま
し
た
。

　

開
催
日
程
は
別
掲
の
と
お
り
で
、
二
部
構
成
。

一
部
で
は
町
の
将
来
等
に
関
し
て
町
長
と
個
別

に
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
二
部
で
は
、
席
替

え
を
し
な
が
ら
参
加
者
全
員
で
の
交
流
会
。

　

県
内
各
町
か
ら
約
75
名
の
参
加
を
得
て
、
終

始
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
笑
い
の
絶
え
な
い
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

こんな町にしてほしい！
﹃9町長と地域の未来をささえる世代との交流会﹄

「９町長と地域の未来をささえる　　
　　　　　　世代との交流会」日程

	 平成28年₈月17日（水）　15:00～　
	 松山全日空ホテル 南館₂階　　　
	  サファイアルーム　　　　　　

	 愛	媛	県	町	村	会　
₁．開　　会　15:00～
₂．あいさつ
　　　　愛媛県町村会　会長　上村　俊之
₃．本日の日程等について説明
₄．【第₁部】町長を囲んで意見交換　15:15～
₅．【第₂部】参加者全員での交流会　17:15～
₆．閉会あいさつ　19:15

上
村
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

甲
岡
幹
事
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「魅力ある町にしていくために」と若者と 9町長が話し合いました

上村上島町長

佐川砥部町長

阪本松野町長

岡本松前町長

森口伊方副町長

清水愛南町長

髙橋久万高原副町長

稲本内子町長

甲岡鬼北町長
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振
り
返
れ
ば
夏
の
終
わ
り

　

夏
が
暑
い
の
は
当
た
り
前
だ
が
、今
年
の

夏
は
異
常
だ
っ
た
。で
も
暦
が
九
月
に
な
る

と
朝
夕
は
涼
し
く
な
り
、秋
の
訪
れ
を
告
げ

る
虫
の
音
も
、日
に
日
に
賑
や
か
に
な
っ
て

き
た
。
ま
た
、
今
年
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
台
風
も
八
月
末
か
ら
次
々
と
発
生
、こ

れ
ま
で
上
陸
す
る
こ
と
の
あ
ま
り
な
か
っ

た
東
北
や
北
海
道
を
襲
い
、大
雨
や
洪
水
の

被
害
が
出
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
松
前
町
長
を
退
任
し
、

年
明
け
て
間
も
な
く
妻
が
亡
く
な
り
、思
い

も
よ
ら
ぬ
一
人
だ
け
の
生
活
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
一
日
一
日
は
時
間
が
止
ま
っ
た

よ
う
に
長
く
思
え
た
の
に
、気
が
付
く
と
町

長
を
退
任
し
て
間
も
な
く
一
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。

　
　
往
時
茫
茫
50
年

　
　
　
　
　
　
名
刺
と
と
も
に

　

私
が
初
め
て
名
刺
を
持
っ
た
の
は
昭
和

三
十
九
年
で
、肩
書
き
は	

“
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
”。

こ
の
名
刺
で
二
十
年
間
取
材
を
続
け
、情
報

（
ニ
ュ
ー
ス
の
ネ
タ
）を
取
る
た
め
、
手
当
た

り
矢
第
、
会
う
人
ご
と
に
名
刺
を
渡
し

た
。
現
場
を
離
れ
て
か
ら
は
、
役
職
の
付
い

た
名
刺
を
自
己
紹
介
と
し
て
渡
し
て
き
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
職
し
て
町
長
選
挙
に
立
候

補
を
決
意
し
て
か
ら
は
、私
の
簡
単
な
履
歴

と
顔
写
真
入
り
の
名
刺
を
町
内
外
の
人
た

ち
に
配
っ
た
。名
刺
の
効
果
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、お
か
げ
で
当
選
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

町
長
在
任
中
の
名
刺
は
“
松
前
町
長
”

で
、
そ
の
後
、
県
町
村
会
長
、
更
に
全
国
町

村
会
副
会
長
と
い
う
肩
書
き
が
加
わ
り
、

名
刺
を
渡
す
範
囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
町
外
の
人
に
は
松
前
（
ま
さ
き
）

が
読
み
に
く
い
た
め
、
町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入

り
の
カ
ラ
ー
の
名
刺
も
作
っ
た
。

　

町
長
退
任
後
、私
は
名
刺
を
持
っ
て
い
な

い
。
色
々
な
会
合
に
出
席
す
る
度
に
、
相
手

が
名
刺
を
く
れ
る
と
つ
い
手
が
ポ
ケ
ッ
ト

に
い
く
癖
が
出
て
、一
人
苦
笑
い
を
し
た
。

で
も
日
が
経
つ
に
つ
れ
、そ
の
癖
も
な
く
な

り
、
無
職
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。

　
　
ふ
と
庭
先
に
妻
を
思
う

　

我
が
家
の
小
さ
い
庭
に
は
四
季
そ
れ
ぞ

れ
に
花
が
咲
き
、部
屋
か
ら
眺
め
て
い
る
と

心
が
癒
さ
れ
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
も
の

だ
。
し
か
し
、
今
年
は
春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

も
夏
の
ひ
ま
わ
り
も
な
か
っ
た
。バ
ラ
は
咲

い
た
が
、
い
つ
も
の
美
し
さ
は
な
か
っ
た
。

ま
る
で
育
て
て
く
れ
た
主
の
死
を
知
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
淋
し
い
花
だ
っ
た
。私
自

身
ま
だ
花
を
育
て
る
気
分
に
な
れ
な
い
。で

も
、伸
び
放
題
の
草
は
む
し
っ
て
お
か
な
い

と
妻
に
申
し
訳
な
い
と
草
む
し
り
を
し

た
。
と
こ
ろ
が
根
っ
こ
か
ら
引
き
抜
い
た
つ

も
り
が
、
僅
か
一
週
間
か
十
日
で
一
面
が
草

の
庭
に
戻
っ
て
い
る
。
石
の
下
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
割
れ
目
か
ら
も
草
が
芽
を
出

す
。ま
さ
に
草
魂
を
感
じ
さ
せ
る
草
の
強
さ

で
あ
る
。
ふ
と
中
学
時
代
に
、
失
敗
す
る
た

び
に
く
よ
く
よ
す
る
私
に
恩
師
が
教
え
て

く
れ
た
詞
を
想
い
出
し
た
。

　

く
ず
の
花

　
　

ふ
み
し
だ
か
れ
て
色
新
し

　
　
　

こ
の
山
道
を
ゆ
き
し
人
あ
り
…

　

恩
師
は
こ
の
詞
で
、小
さ
な
こ
と
で
く
じ

け
て
は
い
け
な
い
、大
き
な
気
持
ち
を
持
ち

な
さ
い
と
教
え
て
く
れ
た
。
で
も
、
今
の
私

に
妻
の
死
を
乗
り
越
え
て
一
人
で
生
き
て

い
く
だ
け
の
自
信
は
ま
だ
持
て
な
い
。

　
　
心
か
ら
の
お
礼
と
感
謝

　

県
町
村
会
か
ら
、随
想
を
頼
ま
れ
た
の
は

昨
年
の
暮
れ
で
し
た
の
に
、妻
の
死
と
い
う

予
期
せ
ぬ
事
態
に
直
面
し
、執
筆
が
遅
れ
た

こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　

会
長
を
十
年
余
り
や
っ
て
一
番
の
想
い

出
は
、
九
人
の
町
長
が
集
ま
る
町
長
会
を
、

全
て
の
町
で
二
回
ず
つ
開
催
で
き
た
こ
と

で
す
。そ
し
て
各
々
の
町
の
特
産
品
や
素
晴

ら
し
い
景
観
、施
設
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
各
々
が
町
の
特

徴
・
特
色
を
、
も
っ
と
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
県
内
だ
け
で
な
く
広
く
全
国
か
ら
、
特

に
都
市
部
か
ら
人
を
呼
び
込
む
方
策
を
打

ち
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
は
じ
め
、職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
年
間
面
倒

を
お
か
け
し
た
県
町
村
会
事
務
局
の
皆
さ

ん
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
下
九
町
と
県
町
村
会
の
ま
す
ま
す
の

御
発
展
を
お
祈
り
し
、私
の
最
後
の
随
想
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

前
松
前
町
長

前
愛
媛
県
町
村
会
長

　�

白
　
石
　
勝
　
也

随想随想随想

₉町長しまなみを走る!（平成25年₉月₇日）
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総合事務組合だより

消 防
（単位：円）

（単位：円）
交 通 災 害

（単位：円）

退 職 手 当
（単位：円）

議員公務災害

（単位：円） （単位：円）【基金積立金会計】 【翌年度繰越金内訳】

（歳入） （歳出） （単位：円）（単位：円）

1 1
1 1
2 2
3 1
4 2
5 3

2 4
1 3

3 1
1 2
2 3

4 4
1 5

5 4
1 1

6 5
1 1

7 6
1 1
2
3

消防事業費
交通災害事業費

款

歳 出 合 計
予備費

基金積立金

金 額

議会費

監査委員費

議員連合会支出金

予備費

総務費
総務管理費

事業費

諸支出金

議会費

歳 入 合 計

消防基金
等支出金

諸収入

基金繰入金

雑入

預金利子
団体支出金

繰越金

公務災害負担金

款
金 額

項

繰入金

繰越金

財産運用収入

会館使用料

消防基金支出金

項
負担金

使用料

自治会館負担金
認定委員会費
審査会費

交通災害共済掛金

退職手当負担金
消防負担金

退職手当事業費

積 立 金 種 別 金 額

公債費

自治会館事業費
議員公務災害事業費

積 立 金 種 別
退職手当繰越金

財産収入

公債費

退職手当基金積立金
消防賞じゅつ金等基金積立金
交通災害見舞金基金積立金
会館財政調整基金積立金 自治会館繰越金

金 額

消防繰越金
交通災害繰越金

災害報償費

公務災害繰越金
合 計合 計

議員公務災害補償基金積立金

災害見舞金
種 別 人 数 金 額

障害・遺族補償年金
従事者災害補償費
退職報償金

その他退職
定年退職
勧奨退職
普通退職

金 額
特別職

人 数種 別

一般職

団員災害補償費

合 計

種 別 人 数 金 額

合 計

種 別 人 数 金 額

特別退職報償金 5 174,200

0 0

615 269,007,147

263,145,000599

4,795,200
8

189
4

283

384,707,729
3,558,096,612

73,283,765
4,319,720,829

(275名)

892,747

0 0
3

48,789,1808
63
19

254,843,543

221 18,710,000

【平成２７年度　各事業における支払の状況】

309,102
951,819,7956,847,545,000

5,185,000
3,136,349

3,600,829
11,036,040

6,905,389

6,371,007,000
167,184,000
190,863,000
113,306,000

933,737,475

831,697,188

9,936,282,487

6,905,389 404,168
0
0

8,050,000

268,832,947

264,000

3,600,000

111,890
99,089,679
99,077,079

4,901,518,918
3,600,000

5,675,170,924
298,108,242

12,600

0

268,832,947

6,023,132,866

41,539,700

3,543,361

483,974
49,906,557

3,700,000,000

111,890

4,324,191,540

10,888,102,282

53,933,892

3,700,000,000

　平成２８年第２回愛媛県市町総合事務組合議会定例会は８月10日に開催され、平成２７年度決算など４議案

を上程し、いずれも承認又は原案のとおり可決された。決算の概要は、次のとおり。

【平成２７年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出決算】

0

831,697,188

0
0

0

4,935,562,000
4,935,562,000

549,311,126
23,071,436
4,540,648
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四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
局
長
会
議
が
、
8
月
4
日
高
知

県
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
、
各
県
事
務
局

長
や
担
当
者
が
出
席
。「
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
」
の
開
催
要
綱
等
を
別
掲

の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

首
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
の
仕
組
み

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町
村
会
と

議
長
会
の
要
望
事
項
に
は
若
干
の
差
異
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は

町
村
行
政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
で

あ
り
、
例
え
ば
町
村
財
政
の
充
実
強
化
や

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
合
同
事
務
局
長
会
議

　
8
／
4
　
高
知
市
で
開
催

地
方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に
道
路
網
の
整

備
促
進
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
四
国
57
の
町
村

長
と
議
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
立
場
を
超

え
て
共
闘
し
よ
う
。
そ
し
て
、
四
国
の
魅

力
を
内
外
に
広
く
発
信
・
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
す
る
狙
い
の
も
と
に
、
四
国
四
県
輪

番
で
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

今
回
の
大
会
は
、
9
月
29
日
㈭
午
後
2

時
か
ら
松
山
市
の
「
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
、

別
記
の
大
会
要
綱
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
。

平成28年度四国四県町村長・議長大会開催要綱
　
₁．名　　称　　四国四県町村長・議長大会
₂．目　　的　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部

の立場を超えて「元気溢れる地域をつくる」との強い
信念のもと、町村の抱える重要課題について研修・意
見交換・審議し、その実現のためお互いに連携を密に
しながら、総力を結集して行動し、多様で個性豊かな
町村自治の振興と住民福祉の向上を期する。

₃．主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会
₄．日　　程　　平成28年₉月29日（木）
　　　　　　　　⑴　大　会　14時00分～15時25分
　　　　　　　　⑵　記念講演
　　　　　　　　　①　15時40分～16時40分
　　　　　　　　　　　　演題「四国の観光戦略について」
　　　　　　　　　　　　　　　伊予鉄道株式会社　代表取締役社長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清　水　一　郎　氏
　　　　　　　　　②　16時50分～17時20分
　　　　　　　　　　　　演題「サイクリングアイランド四国を目指して」
　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県知事　中　村　時　広　氏
　　　　　　　　⑶　意見交換会　17時40分～19時40分
₅．開催場所　　松山全日空ホテル	南館₄階	エメラルドルーム
　　　　　　　　　　住　所：愛媛県松山市一番町３－２－1
₆．出 席 者　　四国四県町村長 全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長 全員
₇．大会次第　　⑴　開　　会　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　あいさつ　　⑷　宣　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞
　　　　　　　　　　　愛媛県知事、愛媛県議会議長、全国町村会長、
　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　議長選出
　　　　　　　　⑺　議　事　各県提出議題審議
　　　　　　　　⑻　決議・緊急決議　　　⑼　共同アピール
　　　　　　　　⑽　実行運動方法協議　　⑾　閉　会
₈．意見交換会　⑴　開　会　　⑵　あいさつ　　⑶　乾　杯
　　　　　　　　⑷　懇　談　　⑸　ガンバローコール　　⑹　閉　会

外
国
語
研
修
会
を
開
催

　
　（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　
（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会（
理
事

長
・
青
野
勝
西
条
市
長
）は
、
8
月
1
日
・

2
日
の
両
日
、
え
ひ
め
共
済
会
館
で
「
平

成
28
年
度
市
町
職
員
外
国
語
研
修
会
」
を

開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
日
の
国
際
化
の
流
れ
に
対

応
し
、
市
町
職
員
が
基
礎
的
で
、
実
践
的

な
外
国
語
を
習
得
し
、
日
常
業
務
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、
各

市
町
か
ら
12
名
の
職
員
が
出
席
し
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【カリキュラム等】
初　級 講　師 中　級 講　師

Day
1 10：10～12：00

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Richard
Chise

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Jason

8
月
1
日
㈪

13：00～15：00 書類の記入
健康

Richard
Chise

書類の記入
英語の敬語
健康

Jason

15：00～16：00 電話の会話 Richard
Chise 道案内 Jason

Day
2 10：00～12：00 日本の生活

町案内
Richard
Chise

日本の生活
町案内 Jason

8
月
2
日
㈫

13：00～14：00 道案内 Richard
Chise

電話の会話
丁寧な表現で
用件を聞く

Jason

14：00～15：50 イギリスの
文化

Richard
Chise

アメリカの
文化 Jason
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第
1
7
5
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
徳
島
県
当
番
に
よ
り
、
8

月
25
日
徳
島
市
の
「
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

徳
島
」
で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務

局
長
が
出
席
。
本
県
か
ら
は
原
会
長
と
事

務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
徳
島
県
の
株
田
会

長
及
び
四
国
地
区
会
長
の
森
口
香
川
県
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規
約
の
規

定
に
よ
り
株
田
徳
島
県
会
長
が
議
長
席
に

着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
尾
﨑
高
知
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

議
長
全
国
大
会
に

「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と「
四
国
新
幹
線
」を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会
　

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

第
60
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

丹
香
川
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、協
議
の
結
果
、原

案
（
別
掲
）
の
と
お
り
決
定
し
た
。

2　

平
成
28
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て

　
　

柏
原
愛
媛
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

3　

第
57
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

丹
香
川
県
事
務
局
長
か
ら
28
年
度
の

研
修
会
の
開
催
概
要
及
び
そ
の
持
ち
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
29
年
3
月
23
日
に
高
知
県

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

第57回四国地区町村議会議長会研修会 日程
	 　と　き　平成28年10月13日㈭　　　
	 ところ　レグザムホール小ホール　
12:30～13:00　受　付
13:00～13:20　開会あいさつ　自治功労者表彰
13:20～14:50　講　演　「人口減少と地方議会のあり方」
　　　　　　　講　師　名城大学教授
　　　　　　　　　　　　　　昇　　　秀　樹（のぼる ひでき）氏
14:50～15:00　休　憩　
15:00～16:30　講　演　「もう一度考える地球温暖化とエネルギー問題」
　　　　　　　講　師　東京大学教養学部客員准教授
　　　　　　　　　　　　　　松　本　真由美（まつもと まゆみ）氏
16:30～16:35　閉会あいさつ

「四国８の字ネットワーク」並びに「四国新幹線」等
公共交通の整備促進について

　「四国８の字ネットワーク」は、本州四国連絡高速道路と一体となって、全国
の高速道路ネットワークを形成することで、物流をはじめとする様々な経済活動
や交流を促進し、四国の活性化に大きな効果をもたらす重要かつ根幹となる社会
資本である。
　しかしながら、「国土ミッシングリンク」により、高速交通ネットワークの機
能が十分形成されていない四国地方は、豊かな自然や多様な地域資源が活かされ
ず、地域経済の発展や観光振興に大きな影響を及ぼしているとともに、過疎化の
進行など他の地域との格差が拡大している。
　近い将来発生すると予測される南海トラフ地震等の災害時において、迅速な
人命救助や緊急支援物資の輸送のためには「命の道」となる「四国８の字ネット
ワーク」の早期整備は急務であり、また、今後、四国地方が地域の強みを生かし、
地域連携によって自立し、災害に強い国土を形成し、住民の安全・安心な暮らし
を確保するためにも、高速交通ネットワークを早期に確保することは四国にとっ
て喫緊の課題である。
　一方、高速道路から市町村道に至る道路の老朽化対策も急務な課題となってい
る。道路の橋梁は全国で72万橋、トンネルは１万箇所といわれており、なかには
老朽化等による危険を指摘されるものも含まれている。今後の震災対応をはじめ
とする安全・安心な地域社会の構築のために、チェック体制を確保し、必要に応
じた対策を早急に講ずる必要がある。
　また、昨年には北陸新幹線が開業し、今年３月には北海道新幹線が開業するな
ど、着々と新幹線の整備が進んでおり、もはや当たり前のインフラとなっている。
また、既に開業している新幹線整備は、それぞれの地域の経済活性化や観光の振
興に大きく貢献している。しかしながら、四国における新幹線整備は基本計画に
留まっている。全国的に、地方創生の取組みが本格的に進められる中、このまま
では整備された地域との間で格差が広がり、交流域や交流人口の拡大による経済
発展や観光振興などの足かせになるものと強い危機感を抱いている。
　よって、国は下記の事項について早急に適切な措置を講じるよう強く要望する。

記
₁　高速交通ネットワークの整備は、地域の活性化や生活利便性の向上、都市
と地域の連携強化、さらには、南海トラフ地震等の災害時の緊急輸送道路の
確保や救急患者の輸送時間の短縮などに大きく寄与する重要な事業である
ため、経済性や効率性だけを優先することなく、地方の実情を踏まえて行う
こと。

　　特に、緊急時に「命の道」となる「四国８の字ネットワーク」は、国の責
任においてミッシングリンクの解消及び暫定２車線となっている区間の４
車線化も含め早期整備を図ること。

₂　道路の老朽化対策は待った無しの状況にあるが、市町村は財政、人員、技
術等の面で課題があることから、国は、地方が真に必要とする道路整備の予
算確保に加え、道路インフラの老朽化対策を進めるため、点検、診断、補修
等に対する補助制度の拡充等、財政措置を充実するとともに、人材育成等も
含めた点検・診断システムの構築を図ること。

₃　整備が遅れている四国地方の国道、県道、市町村道等については、住民に
とって利便性が高く機能的で地域の実情に即した道路網となるよう整備を
促進すること。

４　高速道路と並ぶ基礎的な社会経済基盤となった新幹線については、四国に
おいても、一日も早い実現に向け、四国の新幹線の整備計画への格上げに向
けた国による調査を実施するための平成29年度予算措置を講じること。
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８
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
平
成
28
年
度
市
町
職
員
外
国
語

研
修
会
（
2
日
ま
で
）

▽
4
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会

議
長
会
合
同
事
務
局
長
会
議

▽
5
日
＝
第
16
回
四
国
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
議
員
連
盟
総
会

▽
10
日
＝
愛
媛
県
滞
納
整
理
機
構
組
合
議

会
、
平
成
28
年
度
第
2
回
愛
媛
県
市
町

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
、
第
59
回

愛
媛
県
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
定

例
評
議
員
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
17
日
＝
9
町
長
と
地
域
の
未
来
を
さ
さ

え
る
世
代
と
の
交
流
会

▽
18
日
＝
平
成
28
年
度
総
務
課
長
会
議

▽
25
日
＝
有
害
鳥
獣
対
策
に
係
る
担
当
者

研
修
会
、
第
1
7
5
回
四
国
地
区
町
村

議
会
議
長
会
会
長
会

▽
26
日
＝
平
成
28
年
度
地
方
財
政
に
関
す

る
研
修
会編

集
後
記

　

先
の
大
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
71
回
目
の

終
戦
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
こ
ん
に
ち
の
平
和
と
繁
栄
は
、

先
人
た
ち
の
尊
い
犠
牲
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
あ

ら
た
め
て
、
あ
の
戦
い
に
散
っ
た
、
あ
ま

た
の
英
霊
に
心
か
ら
の
哀
悼
と
感
謝
の
誠

を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◇

　

そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の
こ
ろ
に
、『
♪
戦

争
が
終
わ
っ
て
僕
ら
は
生
ま
れ
た　

戦
争

　　
　

超
猛
暑
と
熱
闘

　

今
年
の
夏
は
、
毎
日
が
猛
暑
で
あ
っ
た
。

　

連
日
の
熱
帯
夜
、
夜
が
明
け
れ
ば
炎
天

下
で
超
猛
暑
日
の
繰
り
返
し
。し
か
し
、処

暑
も
過
ぎ
、
迷
走
台
風
出
現
頃
か
ら
、
騒

が
し
か
っ
た
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
ピ
タ
と
止

ん
だ
。
命
短
い
セ
ミ
は
自
然
に
忠
実
な
の

か
、
敏
感
に
季
節
を
呼
び
込
む
の
か
。

　

人
間
は
、
暑
さ
に
慣
れ
る
の
か
、
気
温

摂
氏
35
℃
以
上
が
長
く
続
く
と
30
℃
の
日

が
、
意
外
に
も
涼
し
く
感
じ
る
8
月
末
で

あ
る
。
未
だ
々
残
暑
厳
し
い
。

　

か
つ
て
の
日
本
の
夏
は
、ひ
と
夏
で
30
℃

超
え
る
日
は
数
日
、
す
だ
れ
に
縁
台
、
扇

子
と
扇
風
機
、
蚊
帳
の
中
の
風
情
は
近
年

皆
無
と
な
っ
た
。
今
や
日
本
の
夏
季
は
冷

房
無
し
で
は
す
ご
せ
な
い
。
地
球
温
暖
化

の
せ
い
で
あ
ろ
う
異
常
気
象
と
と
も
に
家

屋
の
作
り
も
大
き
く
変
わ
り
、
窓
等
を
全

開
放
し
た
ま
ま
で
自
然
の
冷
風
を
求
め
る

な
ど
田
舎
で
は
若
干
残
る
が
、
都
市
部
で

は
現
社
会
の
治
安
環
境
か
ら
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
。

　

さ
て
、地
球
の
真
裏
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
で
の
第
31
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

各
代
表
選
手
に
な
る
ま
で
の
努
力
は
並
大

抵
で
は
な
か
ろ
う
が
、本
番
で
し
か
も
「
コ

ン
マ
以
下
」
の
差
で
勝
敗
が
決
ま
る
ア
ス

リ
ー
ト
達
の
熱
闘
、
臨
場
感
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
御
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
に
映
る
。こ
れ

ら
映
像
は
、
日
本
列
島
の
猛
暑
を
吹
き
飛

ば
し
、暑
気
祓
い
に
一
役
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

大
会
前
、
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
で
騒
が
し

か
っ
た
今
回
、以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
の
責
任
は
簡
単

に
免
れ
ま
い
。
猛
省
と
そ
の
結
果
は
如
何

に
…
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
純
粋
な
国
威
発
揚
な

ら
ま
だ
し
も
他
国
に
自
国
の
力
を
知
ら
し

め
る
手
段
、
目
的
と
す
る
国
は
少
な
く
な

い
よ
う
だ
。
種
目
ご
と
に
選
手
を
国
内
か

ら
か
き
集
め
、対
象
競
技
を
徹
底
訓
練
。さ

ら
に
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
褒
美
と
し
て
、
破

格
の
金
・
物
を
「
馬
の
前
に
人
参
を
ぶ
ら

下
げ
る
」
ご
と
く
示
す
国
。
負
け
て
帰
国

す
れ
ば
重
労
働
に
就
か
せ
る
国
が
あ
る
と

す
れ
ば
…
。
彼
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
の

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
…
』
が
、遠
く
彼
方
で
空
し
く
聞

こ
え
る
。
勝
負
へ
の
執
着
は
、
競
技
者
と
し

て
当
た
り
前
で
あ
ろ
う
が
、国
等
が
関
与
？

計
画
的
薬
物
使
用
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
極

め
て
残
念
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
回
、
選
手
村
で
メ
ダ
ル
の
祝

賀
会
で
ド
ン
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
し
て
、
施
設

関
係
者
に
そ
の
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
騒
動
を
注

意
さ
れ
た
外
国
選
手
団
が
い
た
と
も
聞
く
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
論
外
の
日
本
人
選
手
、

多
く
の
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
り
、
全
選
手
が

日
本
列
島
に
熱
気
と
心
身
と
も
に
健
康
な

ス
ポ
ー
ツ
の
真
髄
を
見
せ
て
く
れ
た
。
誇

り
と
と
も
に
賛
美
を
贈
り
た
い
。

　

次
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、本
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
で

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
（
Ｔ
）

 

「
野
心
と
愛
は
、
偉
大
な
行
動
の
た
め
の

二
つ
の
翼
だ
」

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

を
知
ら
ず
に
僕
ら
は
育
っ
た
♪
』
で
始
ま

る
「
戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
」
と
い

う
歌
が
流
行
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
は
、
二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
戦
争
の
教
訓
を
次

代
に
語
り
、
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
受
け

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
、

深
く
心
に
刻
み
込
ん
で
い
ま
す
。

◇

　

リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し

た
。
日
本
勢
が
大
活
躍
す
る
中
、
個
人
的

に
最
も
興
奮
し
た
の
が
、
男
子
4
0
0
㍍

リ
レ
ー
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
タ
イ
ム
で

は
メ
ダ
ル
に
及
ば
な
い
レ
ー
ス
を
、
バ
ト

ン
パ
ス
の
妙
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
日
本

人
の
知
恵
と
工
夫
と
努
力
と
い
う
底
力
を

感
じ
ま
し
た
。
あ
っ
ぱ
れ
ニ
ッ
ポ
ン
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
楽
し
み
で
す
。

◇

　

立
秋
を
過
ぎ
、
秋
が
そ
こ
ま
で
来
て
い

ま
す
。
実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
。
昔
か
ら

秋
は
、
一
年
で
最
も
重
要
な
時
期
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

危
急
存
亡
の
秋
（
と
き
）。

　

緊
急
事
態
が
目
前
に
迫
り
、
切
羽
詰

ま
っ
た
状
態
の
「
と
き
」
に
「
秋
」
の
字

を
使
う
の
は
、
秋
は
収
穫
の
重
要
な
時
期

な
の
で
、
わ
ざ
と
「
秋
」
の
字
を
使
っ
て
、

意
味
合
い
を
強
調
し
て
い
る
ん
だ
そ
う
で

す
。
な
る
ほ
ど
。

◇

　

秋
と
言
え
ば
も
う
一
つ
の
「
食
欲
の

秋
」。こ
れ
か
ら
食
べ
物
が
、
ど
ん
ど
ん
美

味
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

美
味
し
い
食
べ
物
は
お
酒
を
美
味
し
く

し
ま
す
。
お
酒
も
ま
た
、
食
べ
物
を
美
味

し
く
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

人
の
世
の　

楽
し
み
多
し　

し
か
れ

　

ど
も　

酒
な
し
に
し
て　

何
の
楽
し
み


